
1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています！

福島５ 赤外線センサー搭載の車両を用いた漏水検知

2  課題の詳細

求める技術：⑮

福島市

4  技術の導入により代替が期待される業務

5  事業規模・業務量

リスク評価結果により調査範囲をスクリーニングしたうえで、漏水調査を行っていますが、広範囲での戸別調査を
余儀なくされていることや漏水調査範囲外においても実際には漏水があるため、漏水の早期発見・早期修繕に課題
が残っています。また、漏水に起因した道路陥没等の二次災害防止も課題となっています。

赤外線センサーを搭載した車両が、道路を通行し、地表温度等の変化から漏水箇所や道路の空洞化を検知する技術
現地の確実なデータにより、ピンポイントで漏水箇所がわかる機能

漏水調査範囲のスクリーニング
漏水の早期発見・早期修繕（道路陥没などの二次災害防止）

戸別音聴調査件数：約５７，０００戸/年

本市では、人工衛星画像を用いた漏水リスク評価結果を参考に、戸別音聴調査を行っていますが、ヒット率は３
割程度と決して高くありません。今現在、漏水している箇所の特定には専門の技術をもつ調査員による人海戦術
に依存しており、漏水調査に掛かる時間やコスト、漏水の早期発見・修繕に課題があります。
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